
ＳＤＧｓ重点項目への
具体的な取り組み
（令和３年度）
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米子信用金庫ＳＤＧｓ宣言
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米子信用金庫は、協同組織の理念である相互扶助の精神並びに「地域社会繁栄へ
の奉仕」「中小企業の健全な発展」「豊かな国民生活の実現」という信用金庫のビジョ
ンのもと、事業活動を通じてＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成に貢献し、持
続可能な地域社会の実現を目指します。

【重点項目① パートナーシップの発揮】
 協同組織として、パートナーシップの発揮や地域社会とのネットワークの更なる強化に努め、もって地域全体で持続可能

な社会の実現を目指します。
 複雑化、多様化する地域社会の課題やニーズに適切に対応するため、全国の信用金庫や中央機関等との業界ネット

ワークを積極的に活用することで、地域の制約を超えた質の高いサービスの提供に努めます。

【重点項目② 地域経済の持続的繁栄 】
 社会経済環境に応じて変化するお客さまのニーズや課題を踏まえた信用金庫らしいサービスの提供に努め、地域とともに持

続的な発展を目指します。
 中小零細事業者の経営サポートを一段と強化し、事業活動の持続可能性を高めることを通じて、地域経済の維持・発展

に貢献します。
 技術革新や社会構造の変化を踏まえ、先進的な金融サービスの提供への取組みを通じて地域経済の発展に貢献します。

 地域の将来を担う次世代の人材確保や育成につながる取組みをサポートします。

【重点項目③ 暮らしやすい地域社会の実現】
 地域を支えるみなさまの健康や福祉の増進につながる取組みに努めます。
 高齢のお客さまにとって、わかりやすく利用しやすい金融サービスの提供を目指します。
 地域のみなさまの将来に向けた安定的な資産形成をサポートします。
 地域や関係機関との連携のもと、犯罪や不正の防止につながる取組みに努めます。
 地域の貴重な資源である環境の保全につながる事業や取組みをサポートします。
 職員にとって働きやすく多様な価値観を大切にする職場環境の実現に努めます。



【重点項目①】
パートナーシップの発揮
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・日南町有林Ｊークレジット地域コーディネータへの就任

 日南町が取り組むカーボンオフセット（Ｊ－クレジット）取引
業務に関して、取引先紹介業務を開始しました

日南町
Ｊ－クレジット
事業実地者

米子信用金庫
（日南町有林Ｊ－クレジット地域コーディネーター）
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③Ｊクレジット購入

④Ｊクレジット売却

・とっとりＳＤＧｓパートナーへの参画

 鳥取県が取り組む
「とっとりＳＤＧｓパー
トナー」企業として認
定されました

地元地方公共団体との連携の促進 外部連携によるビジネス機会の提供

・山陰しんきん「食」の
オンライン商談会

・伯耆の食マッチング
商談会

・しんきんフード
EXPO2021

・オンライン商談会の様子

 コロナ禍を踏まえ、外部連携を活用し、各種のオンライン
商談会を実施しました

・政府系金融機関、保証協会や商工団体、専門家等の
外部機関との連携支援
 外部連携先を拡充し、お取引先の様々な支援ニーズに応

えられる体制を構築しています

令和3年度実績 3件、CO230トン相当削減

令和3年度実績 17取引先が商談会参加



【重点項目②】
地域経済の持続的繁栄
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・「よなご住んで楽しいまちづくりファンド」の設立

 米子市・鳥取銀行と共同で、米子市のまちづくりに資する創
業を支援するためのファンドを設立し、資金供給を行いました

・SDGｓ私募債（寄付型）の取扱い

金融サービス提供を通じた地域への貢献 地域の課題解決支援

・本部・営業店連携による事業再生や経営改善支援
・M&A等による事業承継支援
・事業性評価や制度融資活用による資金供給支援

・SNSを活用したお取引先支援（よなっこ通信）

・第１号投資先の開業

 発行金額の一部についてSDGｓ活動に資する寄付・寄贈
を行うSDGｓ私募債の取扱いを開始しました

 SNSを通じてお取引先の商品情報や地域の魅力を発信し、
地域の繋がりづくりに取り組みました

・環境省令和３年度ESG地域金融促進事業

 再エネ普及による脱炭素社会の実現と地域経済の持続可能
性向上に向けた取り組みが採択されました

令和3年度私募債発行実績 7件

・募集チラシ



【重点項目②】
地域経済の持続的繁栄
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・皆生温泉観光宣伝隊への継続的な参画

 皆生温泉エリアの観光資
源を生かしたビジネス創出
等に取り組む「かいけラボ」
に参画し、「SCBふるさと応
援団」※を通じて寄付金の
贈呈を行いました

地域の面的再生活動への参画 地域の次世代を担う人材の育成支援

・金融教育による金融リテラシーの向上支援

・夏休みリサイクルアイデア作品展への協賛

・寄付金贈呈式

・皆生温泉エリア魅力向上
に向けた取り組み

 2001年から20年以上に渡って、皆生温泉への観光誘致
を行うため、皆生温泉観光宣伝隊の活動に参加しています

・観光客の歓迎 ・観光ＰＲ動画の制作  地元中学校に職場体験機会を提供、金融教育を行いました

・大学・短大・専門学校のインターンシップ実施

※信金中央金庫が運営する企業版ふるさと納税制度を活用した地域創生スキーム

 一連の活動が、
信用金庫社会
貢献賞において
「Face to Face 
賞」を受賞しました

・Face to Face賞の受賞（令和4年6月)

 地元小学生を対象にとして、身の回りの廃棄物等を利用した
作品展を開催しました



【重点項目③】
暮らしやすい地域社会の実現
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・空調の適温化（クールビズ・ウォームビズ）への取り組み

環境に配慮した業務の運営 働きやすい職場と職員の健康づくり

・健康経営優良法人2022認定・LED照明導入等の省エネルギー化の取り組み

・ディスクロージャー誌等のペーパレス化による資源保護へ
の取り組み

お客様の利便性の向上への取り組み

・WEB完結型ローン・通帳アプリの提供

・通帳等への「ユニバーサルデザインフォント」※1の採用

・「白砂青松そだて隊ボランティア」
等、環境保全活動への参加

安心して利用いただける金融サービスの提供

・新型コロナウイルスワクチン
合同職域接種

・つみたてＮＩＳＡや国民年金
基金等による資産形成支援

※１多くの人にわかりやすく、読みやすいように工夫されたフォント
※２きこえない人ときこえる人を、オペレータが通訳して電話でつなぐサービス

・マネーロンダリング管理態勢
の強化

・振り込め詐欺防止活動の
実施

振り込め詐欺防止の表彰受領

ボランティア活動

・100周年記念ＳＤＧｓ定期
預金の提供

合同職域接種

・女性職員の活躍促進

・RPA等デジタル技術を活用した業務効率化の促進

・店舗の太陽光発電パネル設置などクリーンエネルギー活用

・「電話リレーサービス」※２への対応

・マイナンバーカード出張サービスへの対応



持続可能な未来づくりへの貢献
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私たち米子信用金庫は、令和４年12月に創立100周年を迎えます。
次なる100年に向けて、今後もSDGｓの目標達成に向けた取り組みを継続し、
地域の持続可能な未来づくりへの貢献を果たしていきます。

持続可能な未来づくりへの貢献

• 中小・小規模事業者の健全な発展、新たな挑戦を応援します

• 地域に集う人たちの夢の実現を応援します

• 地域活性化・社会貢献活動に取り組みます



【参考】ＳＤＧｓとは
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 SDGs（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）は、
「誰一人取り残さない」という基本理念のもと、持続可能でよりよい社会の実現を
目指す世界共通の目標です。

 2015年の国連サミットにおいて、全ての加盟国が合意した「持続可能な開発のため
の2030アジェンダ」の中で掲げられました。

 2030年を達成年限として、17のゴール（目標）と169のターゲット（取り組み）
から構成されており、気候変動や格差等幅広い課題の解決を目指しています。


